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▲静岡市消防局
　駿河消防署新庁舎

静
岡
市
消
防
局

駿
河
消
防
署
新
庁
舎
が
拠
点
に

  平成28年４月から
３市２町の消防広域 化がはじまります！

　
成
24
年
６
月
か
ら
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
運
営

協
議
会
で
準
備
を
進
め
て
き
た
、３
市
２
町（
静
岡

市
、島
田
市
、牧
之
原
市
、吉
田
町
、川
根
本
町
）の
消

防・救
急
業
務
の
広
域
化
が
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。

　
静
岡
地
域
の
消
防
の
広
域
化
と
は
、島
田
市
、牧
之
原
市
、吉

田
町
、川
根
本
町
が
静
岡
市
に
消
防
事
務
を
委
託
す
る
も
の
で
、

４
つ
の
消
防
本
部（
静
岡
市
消
防
局
、島
田
市
消
防
本
部
、牧
之

原
相
良
消
防
本
部
、吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
消
防
本

部
）が
統
合
さ
れ
て
静
岡
市
消
防
局
と
な
り
ま
す
。

平
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  平成28年４月から
３市２町の消防広域 化がはじまります！

【消防本部の概要（平成 25 年４月１日現在）】　　　　　　　　　　　　　　　（出典：静岡地域広域消防運営計画）

消防本部名 構成市町 面積 (km²) 人口 ( 人 ) 世帯数

静岡市消防局 静 岡 市 1,411.93 719,188 302,080

島田市消防本部
島 田 市 315.88 101,693 35,945
川 根 本 町 496.72 7,967 2,991

吉田町牧之原市
広域施設組合

消防本部

吉 田 町 20.84 29,316 9,939
牧 之 原 市
( 旧 榛 原 町 区 域 ) 53.36 24,553 8,230

牧之原市相良
消防本部

牧 之 原 市
( 旧 相 良 町 区 域 ) 58.32 24,502 8,039

合 計 2,357.05 907,219 367,224

消防本部名 設置方式 消防署 分署・出張
所・分遣所

消防職員数
( 条例定数 )

静岡市消防局 単　　独 ６ 18 778
島田市消防本部 事務委託 ２ ４ 150

吉田町牧之原市広域
施設組合消防本部 組　　合 １ － 64

牧之原市相良消防
本部 単　　独 １ － 54

合 計 10 22 1,046

広域後の消防体制

　広域化後は、消防ヘリ「カワセミ」
をはじめ、大型放水砲車、大容量送水
車、大型高所放水車などの特殊車輌
の運用が３市２町（静岡市、島田市、
牧之原市、吉田町、川根本町）で可能
となります。
　また、各市町の119番通報は静岡
市消防局の指令センターが一括して
受信することになり、約90万人の生
命・財産を守ることになります。

［総務省消防庁］
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初
動
体
制
の
強
化
と

多
様
化
す
る
災
害
へ
の
対
応

▲川根北分遣所の水難救助訓練

消
防
広
域
化
に
ご
期
待
く
だ
さ
い

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、災
害

が
複
雑・多
様
化
し
て
い
る
現
況
を

踏
ま
え
、さ
ら
な
る
消
防
体
制
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。静
岡
地

域（
静
岡
市
、島
田
市
、牧
之
原
市
、吉
田
町
、

川
根
本
町
）が
消
防
の
広
域
化
を
す
る

こ
と
で
、各
市
町
が
抱
え
る
大
規
模

災
害
へ
の
対
応
な
ど
共
通
の
課
題

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、現
場
要
員

の
拡
充
や
よ
り
高
度
で
専
門
的
な

資
機
材
の
充
実
な
ど
を
図
り
、住
民

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。広
域
化
後
も

こ
れ
ま
で
と
同
様
、日
々
の
巡
回
を

は
じ
め
、技
術
向
上
の
た
め
の
各
種

訓
練
な
ど
、川
根
本
町
の
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職
員
一

丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

島田市消防本部・金谷消防署

        　大橋 孝男 署長

川根北分遣所

山岳遭難救助訓練
　

在
、川
根
本
町
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、島
田

市
消
防
本
部
金
谷
消
防
署
川
根
北
分
遣
所
が
中
心
と

な
り
対
応
し
て
い
ま
す
。広
域
化
後
は
、災
害
が
発
生

し
た
市
町
の
消
防
署
だ
け
で
な
く
、広
域
化
し
た
近
隣
市
町
の

消
防
署
か
ら
、災
害
対
応
に
必
要
な
複
数
の
消
防
車
輌
が
同
時

に
出
動
す
る
こ
と
に
よ
り
初
動
体
制
が
強
化
さ
れ
、早
期
に
効

果
的
な
消
防
活
動
が
展
開
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
は
し
ご
車
、特
殊
災
害
自
動
車

な
ど
の
特
殊
車
輌
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、林
野
火
災
、水
難

事
故
、大
規
模
災
害
な
ど
の
多
様
化
す
る
災
害
に
幅
広
く
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現

大橋署長
メッセージ

動画
広報de

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 4



▲川根本町消防団出初式で操法披露

川根本町消防団

秋季演習

自主防災組織
地域防災訓練

自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
守
る

　
の
よ
う
に
、静
岡
市
消
防
局
で
は
広
域
化
の
利
点
を

最
大
限
に
活
用
し
、「
常
に
変
化
に
対
応
し
、住
民
の

期
待
に
応
え
る
消
防
」を
目
指
す
消
防
の
姿
に
掲
げ
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
町
で
も
静
岡
市
を
は
じ
め
、島
田
市
、牧
之
原
市
、吉
田
町

と
連
携
を
深
め
、消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。そ
の
上

で
、町
域
約
５
万
㌶
と
い
う
広
大
な
面
積
と
町
民
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
、多
様
化
す
る
災
害
に
備
え
、町
消
防
団
と
自
主
防

組
織
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
、「
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」を
合
言
葉
に
、自
助・共
助・公
助
の
意

識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ

よ
り
一
層
の
連
携
強
化
に
努
め
る

　
「
町
民
の
生
命・
財
産
を
守
る
た

め
、常
に
安
全
に
配
慮
し
て
、使
命

感
と
責
任
感
を
持
っ
て
団
活
動
を

遂
行
し
て
欲
し
い
」と
常
日
頃
か

ら
団
員
に
願
い
、呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
、

広
大
な
町
域
で
活
動
す
る
本
団
に

と
っ
て
、１
１
９
番
通
報
の
一
括
受

け
入
れ
に
よ
っ
て
指
揮
命
令
系
統

の
体
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
や
、到

着
時
間
の
短
縮
な
ど
、消
防
広
域
化

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
団
に
お
い
て
も
、今
ま
で
以
上

に
連
携
を
深
め
、「
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
で
守
る
」を
合
言
葉

に
、町
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
い
た
だ

け
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川根本町消防団

    諸田　環 団長

諸田団長
メッセージ
諸田団長
メッセージ
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に関する作品

町
民
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

夏
休
み
に
入
り
、家
族
で
焼
津
に
住
む
伯
母
の
家
に
遊
び

に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。伯
母
が
母
に
、「
子
ど
も
が
小

さ
い
と
き
風
邪
を
ひ
い
た
り
、怪
我
を
し
た
り
、病
院
通
い
ば

か
り
だ
よ
。」と
昔
の
話
を
し
て
い
ま
し
た
。す
る
と
母
が
、「
で

も
、医
療
費
が
か
か
ら
な
い
か
ら
助
か
る
よ
ね
。う
ち
の
と
こ

ろ
で
は
、今
年
か
ら
高
校
生
ま
で
無
料
に
な
っ
た
か
ら
と
っ
て

も
う
れ
し
い
よ
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
ぼ
く
は「
医

療
費
が
無
料
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。確
か
に
、ぼ
く
が

病
院
に
か
か
っ
た
時
、い
つ
も『
お
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
。』と

言
わ
れ
る
け
ど
、病
院
は
ど
こ
か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。」と
思
い
、調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
川
根
本
町
で
は「
こ
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
」と
い
う
制
度
に
よ
り
、赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た

時
か
ら
十
八
歳
に
な
る
ま
で
、入
院
や
通
院
の
医
療
費
が
自

己
負
担
金
な
し
で
、す
べ
て
町
で
負
担
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
町
の
お
金
は
、県
か
ら
支
援

し
て
も
ら
っ
て
い
る
分
が
約
五
百
万
円
で
、全
体
の
四
分
の
一

に
当
た
り
、残
り
の
四
分
の
三
は
、町
民
が
納
め
て
い
る
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

税
金
と
い
う
と
、ぼ
く
た
ち
学
生
に
関
係
す
る
も
の
と
し

て
、教
科
書
や
学
校
の
整
備
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、医
療
費
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

調
べ
て
い
く
中
で
、近
隣
の
市
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、ど

こ
の
市
で
も
対
象
は
中
学
三
年
生
ま
で
で
、中
に
は
通

院
の
場
合
一
回
五
百
円
、月
四
回
ま
で
自
己
負
担
あ
り
と
い

う
市
も
あ
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
最
初
、こ
の
制
度
は
ど
こ
の
市

町
で
も
同
じ
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
に
各
市
町
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
知

り
、驚
き
と
、川
根
本
町
で
は
他
の
市
よ
り
も
長
く
、そ
し
て

Congratulations!

◦静岡県納税貯蓄組合連合会長賞

中川根中学校３年

澤 口 一 輝さん
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に関する作品税

　今年で49回目を迎えた「税に関する作品」募集（島
田税務署管内納税貯蓄組合連合会主催）の入賞者表
彰式が、島田市の夢づくり会館で挙行されました。
　中川根中学校３年・澤口一輝さんの作文が見事、
名古屋国税局長賞に次ぐ「静岡県納税貯蓄組合連合
会長賞」に輝きました。
　島田税務署管内（島田市・牧之原市・吉田町・川根
本町）の小中学校から習字993点、作文535点などの
応募がありました。
　澤口さん以外の本町受賞者は次のとおりです。
■作文の部
▶島田税務署長賞
　中川根中学校２年　　渥美　李咲さん
▶川根本町長賞
　中川根中学校２年　　岡本　絢菜さん
▶島田榛原地区税務推進協議会長賞
　中川根中学校２年　　小田切七海さん
■習字の部
▶島田税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞　
　本川根小学校６年　　向島　　央さん
▶川根本町長賞
　中央小学校６年　　　川村　　澪さん

澤口一輝さんが
「静岡県納税貯蓄組合連合会長賞」に

輝く！

全
額
負
担
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、そ
れ
に
は
町
民
の
皆
さ
ん

の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

税
金
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
と
、町
民
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
事
業
が
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。中
で
も
一
番
目
に
止
ま
っ
た
の
は
、利
用
者
の
要
求
に
対

応
し
て
走
る
形
態
の
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー「
お
で
か
け
号
」

の
運
行
で
し
た
。決
め
ら
れ
た
時
間
に
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト

を
走
る「
町
営
バ
ス
」と
は
違
い
、時
間
や
乗
車
場
所
、目
的
地

を
利
用
者
が
指
定
し
、そ
れ
に
応
じ
て
運
行
す
る
便
利
な
タ

ク
シ
ー
で
、町
民
誰
も
が
利
用
で
き
る
の
で
す
。し
か
も
、利
用

者
は
二
百
円
か
ら
五
百
円
と
い
う
低
料
金
で
乗
車
で
き
、町

内
の
公
共
施
設
へ
の
移
動
や
通
院
手
段
と
し
て
、車
の
運
転

が
で
き
な
い
高
齢
者
の
方
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、税
金
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
て
、改
め
て
ぼ
く
達
が

充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
の
も
、皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
税
金
の
お
陰
だ
と
い
う
こ
と
を
頭
に
置
き
、感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
税
金
が
使
わ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
し

た
。
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たうんとぴっくす

１/16多様な舞が観客を魅了 
伝統芸能の「梅津神楽」、今年は特別に「ヘンバイ」の儀式も執り行われました

星型に敷いたさらし木綿の上を斎主が移動する「ヘンバイ」

　県指定無形民俗文化財の「梅津神楽」が接岨区
の接岨峡温泉会館で奉納されました。
　多くの町民や神楽ファンが訪れる中、夕方か
ら深夜にかけて梅津神楽保存会のメンバーや
地元小学生らが優雅な舞を披露し、五穀豊穣や
家内安全、心身健康などを祈りました。今年は、
全17演目の終了後に、特別な祈願の儀式である

「ヘンバイ」が執り行われました。笑い声や歓声
が響いた演目と打って変わって、厳かで張り詰
めた空気の中で無事に儀式が終了すると、見物
人からは拍手がわき起こりました。

動画
広報de

1「やいかがし」作り　2赤鬼・青
鬼が登場して豆まき　3香花の葉
で邪気を払う　4大泣きする子も　
5「やいかがし」を全ての入り口に　
6鬼面ごはんを思い思いに作り上
げた　7おいしくいただきました

3 4 5

6

２月３日、節分に合わせて桜保育園では、ヒイラギのとげとイワシの頭を割りばしにつけた
「やいかがし」を作って鬼が嫌うと言われるにおいを体験し、鬼を追い払う豆まきを行いま

した。また、節分特別メニューとして、鬼面ごはんが振る舞われ、角はウインナーで、髪の毛は焼
きそば、目はうずらの卵などで表現し、園児それぞれが作り上げ、節分を楽しみました。

1 2

7

おには～そ
とっ！

ふくは～うちっ！

節分の意味学び、楽しく豆まき 動画
広報de

ここにも、一つの物語。
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川 根 本 町 の ま ち の 話 題

１/28

さらなる地域福祉の充実に向けて

町立２中学校と県立川根高校の生徒に贈られました

代表して天狗から合格祈願絵馬を受け取る久保洸人さん

　本格的な受験シーズンを前に寸又峡美女づ
くりの湯観光事業協同組合は、町内２中学の３
年生54人に外森山神社にある「落ちない大石」
にちなんだ合格祈願絵馬と煎茶パック「落ちな
いっ茶」、ストラップをプレゼントしました。
　天狗と山伏に扮

ふん

した組合員からプレゼントさ
れ、代表の中川根中３年の西村柚希さんは「落ち
ない大石にあやかって、志望校に入学できるよ
う全力で頑張ります。本日は、ありがとうござい
ました」と感謝しました。昨年12月には、県立川
根高校でも同事業を行いました。

「落ちない大石」パワーで合格祈願

１/25「コツを学んで、お茶をおいしく飲もう」
基幹産業である茶業への理解や愛着を深めてもらうため「お茶の入れ方教室」を開催

学んだ入れ方でグループのメンバーにお茶を振る舞う生徒

　「お茶の入れ方教室」が中川根中学校で開催さ
れ、２年生30人が川根茶業青年団の団員６人か
らおいしいお茶の入れ方を学びました。
　最初に講師の代表が、おいしくお茶を入れる
ためのコツについて実演・説明をしました。次
に、生徒らは数人のグループに分かれて、教わっ
た手順を実践して同じグループの生徒に呈茶し
ました。普通煎茶だけでなく玉露やほうじ茶な
ど８種類の茶が用意され、生徒からは、湯の温度
や入れ方で茶の味が変わることに驚きの声が上
がりました。

１/21「善意の集大成、大いに活用を」
日本赤十字社より町役場へ、災害救護用自動車が寄贈されました

配備された自動車は、平時では町の福祉活動に活用されます

　災害救護活動の充実と赤十字事業の円滑な推
進を目的として、日本赤十字社より町役場に災
害救護用自動車が贈呈されました。
　式典では、日本赤十字社静岡県支部の橋本知
之事務局長が「活動協賛者の皆さまからの支援
で、今回のお渡しができました。大いに活用し
てください」とあいさつし、鈴木町長にゴール
ドキーを手渡しました。鈴木町長は「町域が広
い本町では、特に災害時における人や物資の輸
送手段の確保が大変重要。大切に使用させてい
ただきます」と感謝の言葉を述べました。
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や
ま
び
こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 高郷住宅
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：30 10：50 11：15 13：15 13：45

発 9：35 10：00 10：25 10：45 11：05 11：35 13：35 14：00
尾呂久保 田野口駅 上長尾集会所 八中集会所 中央小 高郷 NTT 三共生コン

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：30 11：10 13：05 13：30 13：45
発 9：40 10：20 10：50 11：30 13：25 13：40 13：55

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 梅　高 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：15 13：30 13：55 14：25 14：45

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：35 13：45 14：15 14：40 15：00
水　川 田　代 上岸集会所 総合支所 町文化会館 本川根小 徳山防災センター 正　島

Ｄコース 着 9：15 10：00 10：35 11：05 11：25 13：10 14：00 14：25
発 9：35 10：30 10：55 11：20 11：40 13：30 14：20 14：40

桑野山 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 やまびこ資料館 奥泉集会所 小井平
Ｅコース 着 9：30 10：30 10：55 13：00 13：40 14：25

発 9：50 10：50 11：15 13：20 14：00 14：45
藤川西平 藤川保育園 藤川区事務所 崎平集会所 青部集会所 第一小 文　沢 壱町河内 小　竹

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：30 10：55 13：05 13：50 14：10 14：30
発 9：30 9：55 10：15 10：50 11：15 13：20 14：00 14：20 14：40

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。
町議会の傍聴等のお問い合わせは議会事務局　☎ (56)2229　まで。

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

17木 いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00

18金 いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00／14：00～17：00 A

19土 いやしの里診療所　一般外来� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

20日
織田医院
島田市金谷上十五軒 1997
0547-45-3042

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 春分の日

21月
かなや眼科
島田市金谷扇町 3639
0547-45-0010

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 振替休日

22火 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

23水 いやしの里診療所　一般外来� 16：00～18：00
定例乳幼児相談　山村開発センター� �9：30～11：00 B

24木
いやしの里診療所　一般外来� 9：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
町議会３月定例会最終日　役場本庁３階議場� 午前９時開会
あそびの教室　山村開発センター� 10：00～11：30

25金
いやしの里診療所　一般外来� �9：00～12：00�
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約）�14：30～17：00
2歳・2歳6カ月児歯科検診　文化会館� （12：50～13：10）

C

26土 いやしの里診療所　一般外来� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

27日
坂井医院
島田市金谷都町 10-1
0547-45-2069

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

28月 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 D

29火

30水 いやしの里診療所　一般外来� 16：00～18：00 E

31木 いやしの里診療所　一般外来� 9：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00

動画配信のお知らせ
　広報紙の一部について、№116号から動画配信
をはじめました。動画で見ることができる記事は、
下記マークが目印です。ぜひ、「かわねフォン」また
は町ホームページの「川根本町公式チャンネル」で
ご確認ください。

動画
広報de かわねフォンと

町ホームページ
でも配信中！

▶３月号は「桜保育園節
分」「梅津神楽」「Ｂ＆Ｇフ
ロアリズム」「消防広域
化」を動画で配信します。

目印

ここにも、一つの物語。
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日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 火

2 水 いやしの里診療所　一般外来� 16：00～18：00
町議会３月定例会初日　役場本庁３階議場� 午前９時開会 F

3 木
いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
ふれあいママ教室　文化会館� 10：00～11：30

4 金
いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00／14：00～17：00
地区巡回健康相談　山村開発センター� 10：00～11：30
地区巡回健康相談　藤川集会所� 13：30～15：00

A

5 土 いやしの里診療所　一般外来� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

6 日
高木医院�
島田市川根町身成 3288-1�
0547-53-2006

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

7 月 定例健康相談　�千頭東区会館� �9：30～11：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 B

8 火

9 水 いやしの里診療所　一般外来� 16：00～18：00 C

10木
いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
あそびの教室　文化会館� 10：00～11：30

11金 いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00／14：00～17：00 D

12土 いやしの里診療所　一般外来� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

13日
加納医院
島田市牛尾471-2
0547-45-3038

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

14月 定例健康相談　山村開発センター� 9：30～11：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 E

15火

16水
いやしの里診療所　整形遠隔外来（要予約）� �15：00～17：00�
いやしの里診療所　一般外来� 16：00～18：00
町議会３月定例会２日目　役場本庁３階議場� 午前９時開会

F

役
場
本
庁

総
合
支
所
ほ
か

▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

くらしの
カレンダー 月

【代表電話番号】　　　　☎ 56-1111
１Ｆ　税務課　　　　　☎ 56-2223
　　　福祉課　　　　　☎ 56-2224
　　　 地域包括支援センター☎ 56-2225
　　　生活健康課　　　☎ 56-2222
　　　建設課　　　　　☎ 56-2227
　　　出納室　　　　　☎ 56-2228
２Ｆ　総務課　　　　　☎ 56-2220
　　　企画課　　　　　☎ 56-2221
　　　産業課　　　　　☎ 56-2226
３Ｆ　議会事務局　　　☎ 56-2229

【代表電話番号】　　　　☎ 59-3111
１Ｆ　商工観光課　　　☎ 58-7077
　　　管理室　　　　　☎ 58-7073
　　　住民生活室　　　☎ 58-7070
　　　福祉介護室　　　☎ 58-7071
　　　産業建設室　　　☎ 58-7076
　　　教育総務課　　　☎ 58-2555
　　　生涯学習課　　　☎ 58-7080
　文化会館　　　　　　☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター　　☎ 56-2231

「いやしの里診療所」３月の診療カレンダー
診療時間 水曜日　　  午後４時～午後６時
　　　　 木・金曜日 午前９時～午後５時
　　　　 土曜日　　 午前９時～正午
※診療日は水～土曜日です。詳しくは本表「くらし

のカレンダー」でご確認ください。 ☎（59）2102

20163

志太榛原地域救急医療センター
（内科・小児科）３月の診療時間

診療時間
月曜～木曜日　午後７時30分～10時
金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
※ただし3月5日（土）、12日（土）、19日（土）、26

日（土）の午後10時から翌日午前７時は小児
科のみの診療です。

　 ☎054（644）0099

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

社会福祉協議会「よろず相談」
３月９日（水）　９：00～11：30　文化会館

【問】社会福祉協議会本川根事務所　☎（59）2315
　　社会福祉協議会中川根事務所　☎（56）1872

行　政　相　談
３月16日（水）　９：00～11：30　生活改善センター

【問】総務課　☎（56）2220
社会福祉協議会「よろず行政相談」

３月16日（水）　９：00～11：30　生活改善センター
法　律　相　談

３月23日（水）　10：00～15：00　生活改善センター
精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）

３月８日（火）中部健康福祉センター（藤枝市）13：15受付（断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281

11



ここにも、一つの物語。
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん

東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

建
設
課
・
事
業
室 

☎（
56
）２
２
２
7

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑む

ら

」に

『
け
っ
こ
い
瀬
平（
瀬
平
地
区
）』が
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

瀬
平
地
区
の
住
民
に
よ
る
団
体

「
け
っ
こ
い
瀬
平
」の
取
り
組
み
が
、県

事
業「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ

る
邑
」（
事
務
局・県
農
地
保
全
課
）に
認

定
さ
れ
、登
録
証
書
授
与
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、農
地
が
創
り
出
す
美

し
い
風
景
や
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
な

ど
の「
地
域
の
宝
」を
大
切
に
守
り
、次

世
代
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み

が
地
域
住
民
に
よ
っ
て
活
発
に
行
な
わ

れ
て
い
る
県
内
の
農
山
漁
村
に
つ
い
て
、

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
」

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
川
根
本
町
で
は
、す
で
に
池
の
谷・閑

蔵
地
区
、徳
山
地
区
、地
名
地
区
が「
ふ

じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
」と

し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
度
、「
ふ

じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
づ
く

り
」連
合
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た「
け
っ

こ
い
瀬
平(

瀬
平
地
区)

」を
加
え
て
４

地
区
と
な
り
ま
し
た
。

※
邑
と
い
う
字
を
使
う
理
由
に
つ
い
て

　
一
般
に「
む
ら
」と
言
え
ば
市
町
村
の

「
村
」を
使
い
ま
す
が
、行
政
的
な
区
分

で
は
な
く
、「
明
る
い
展
望
を
持
っ
て
農

業
に
勤い

そ

し
む
農
業
者
と
、地
域
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
、農
業・農
山
漁

村
の
た
め
に
共
に
考
え
、共
に
行
動
し
、

共
に
笑
い
、幸
福
感
を
分
か
ち
合
う
様

な
目
的
を
共
有
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」を
形
成
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

人
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味

を
持
つ「
邑（
ゆ
う
）」の
字
を
用
い
て
い

ま
す
。

産
業
課
・
林
業
室 

☎（
56
）２
２
２
6

「
森
の
力
再
生
事
業
」の
継
続
と

「
森
林（
も
り
）づ
く
り
県
民
税
」の
延
長

　

県
は
、荒
廃
し
た
森
林
を
再
生
し
、

山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
か
ん
養

な
ど
の「
森
の
力
」を
回
復
す
る
た

め
、県
民
の
皆
さ
ま
に
森
林（
も
り
）

づ
く
り
県
民
税
を
ご
負
担
い
た
だ

き
、平
成
18
年
度
か
ら
森
の
力
再
生

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、こ

の
10
年
間
に
新
た
に
荒
廃
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
28
年
度

以
降
も
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
、森
林（
も
り
）づ
く
り
県
民
税
の

課
税
期
間
を
５
年
間
延
長
し
、平
成

32
年
度
ま
で
ご
負
担
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

荒
廃
森
林
を
再
生
し
、森
の
恵
み

を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、引
き

続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

【問い合わせ先】
▷静岡県税務課　☎054（221）2337
▷静岡県志太榛原農林事務所　☎054（644）9243
▷川根本町役場　産業課・林業室　☎（56）2226

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 12



役場の窓辺から yakuba no madobe kara

川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

１月17日（日）、町主催のエコツー
リズムガイド養成講座が行わ

れ、町内外から18名の方にご参加
いただきました。今回のフィールド
は、寸又峡のグリーンシャワーロー
ド。この場所を選んだのには理由
がありました。

冬の森といえばさびしく、見ど
ころが少ないというイメージ

があります。実際、冬場にこのコー
スを歩いている観光客はほとんど
いません。でも視点を変えたり、ガ
イドの工夫しだいでプログラムが
作れるのではないか、冬だからこ
そ伝えられる魅力があるのではな
いか、と思ったからです。

富士宮市にあるホールアース自
然学校から２名の講師をお迎

えしました。ここは日本で最も歴史
のある自然学校の一つです。さす
がプロ、たった１日の現地下見でた
くさんの素材を見つけだし、見事

なプログラムに !!　小道具を使っ
たりサプライズを用意したりして、
私たちを感動と発見に導きます。

私はすっかり冬の森に魅力され
てしまいました。澄んだ空気

をお腹いっぱい吸い込んで、五感
をフルに研ぎ澄ますと、いろんな
世界が開けました。冬の森は春に
つなげるための生命のスタンバイ
状態。私たちが知らなかっただけ
で、冬の森にもたくさんの物語が
あったのです。一人で歩いていて
は絶対に気づけなかったでしょう。

森歩きを終えてから、資源の見
つけ方や魅力の伝え方のコ

ツを教えてもらいました。私が一番
心に響いたのは「やれるようになる
には、やるしかない !!」という言葉。
ガイドにはたくさんの知識やスキ
ルが必要。確かにそうなのですが、
そう思えば思うほどハードルが高
くなり、尻込みしがちです。しかし、

やる前から「できるかなぁ、どうか
な？」と心配ばかりしていても始ま
りません。

何よりも必要なのは「川根が好
き、自然が好き、人が好き」と

いう想い。皆さんが一歩踏み出せ
るように、実践の場をたくさん用意
してお待ちしています。

エコツーリズム推進
員。エコツーリズム
の推進・周知拡大に
奔走。川根本町エコ
ツーリズムネット
ワークの事務局も務
める。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

エコツーリズム推進員神東美希のエコツーリズム推進員神東美希の
川根本町の魅力をＰＲする
エコツーリズムネットワーク
活動報告

フカフカ落ち葉のふとんに寝そべ
る受講生。冬ならではの楽しみ方
の一つです。

商
工
観
光
課
・
観
光
室　
☎（
58
）７
０
７
７

「
道
の
駅 

音
戯
の
郷
」に

電
気
自
動
車
用

急
速
充
電
器
を
設
置

　
町
で
は
、こ
の
た
び
、国・自
治
体（
道
の
駅
）・民

間
が
役
割
を
分
担
し
合
い
、Ｅ
Ｖ
用
充
電
器
の
普

及
に
よ
っ
て
、災
害
対
策
強
化・地
球
環
境
を
保
全

す
る
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
Ｅ

－

Ｏ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｓ（
イ
ー
オ
ア
シ
ス
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用

し
、「
道
の
駅　
音
戯
の
郷
」駐
車
場
に
電
気
自
動

車
用
急
速
充
電
器（
20
Ｋ
ｗ
）を
１
基
新
設
し
ま
し

た
。

　
24
時
間
、３
６
５
日
利
用
可
能
で
、充
電
器
の
専

用
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
な
ど
で
読
み
取
る
方
法

（
エ
コ
Ｑ
電
）で
使
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
つ
く
る
日
本
充
電

サ
ー
ビ
ス（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
）な
ど
が
発
行
す
る
充
電
カ
ー

ド
を
か
ざ
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

▲道の駅駐車場入り口駐輪場すぐ横
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生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号 

☎（
59
）３
１
０
６

パントマイム　ロボットのぞみ  
川根本町限定作品『桜の木とタイムカプセル』

　いま一番注目されているパントマイムアーティスト「ロボットのぞみ」の新作公演。全国ツ
アーはチケット完売続出。私たちが忘れがちな「優しい心」を持ったロボットの心温まるパ
フォーマンス。

【日時】平成 28 年３月 12 日（土曜日）午後２時開演（午後１時 30 分開場）
【会場】文化会館ホール
【料金】大人：1,000 円、小中高生：500 円、未就学児：無料
【出演】ロボットのぞみ
〔プロフィール〕沖縄県出身の大道芸人。メッセージ性のある作品づ
くりに定評があり、ロボットがテーマに沿って物語を演じる。使う
楽曲は全てオリジナルで作詞作曲しパントマイムなどの技術を含み、
蜷川幸雄の舞台で鍛えられた力で表現し、国内では珍しい「心理療法」
と「パフォーマンス」を組み合わせた新ジャンルの確立を目指す。

　川根本町から中山間地の可能性を探る！中山間地だから出来ることがいっぱいある。
【日時】平成 28 年３月６日（日曜日）午後１時開演
【会場】文化会館ホール
【料金】無料
【内容】第一部　基調講演「世界の神山への道。」
　　　特定非営利活動法人グリーンバレー　理事長 大南信也
　　　第二部　クリエイティブセッション「人々が羨望する中山間地とは。」
　　　〔パネリスト〕大南信也、大澤苑美（南郷アートプロジェクト）、
　　　　　　　　　前澤妙子（川根本町出身アーティスト）、鈴木敏夫町長
　　　〔ナビゲーター〕甲賀雅章

文化会館よりお知らせ  
川根本町 10 周年記念事業「明るい未来フォーラム」

川根本町 10 周年記念事業  
「ソプラノ♪バリトンにほんの里 100 選コンサート」

　ソプラノ歌手 松下のぞみさんとバリトン歌手 崔宗宝さんによる、春にふさわしいあたた
かいコンサート。

【日時】平成 28 年３月 27 日（日曜日）
　　　午後２時開演（午後１時 30 分開場）

【会場】文化会館ホール
【料金】無料
【出演】松下のぞみ（ソプラノ）
　　　崔宗宝（バリトン）
　　　奥田和（ピアノ）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 14



すこやか大学④  
「ふるさと講演会 & すこやか新春交流会」を開催しました   1/7

　徳山コミュニティ防災センターを会場に３地区の受講
生 112 名が参加し合同学習会と閉講式を開催しました。
学習会では旧本川根町長を務められた佐藤正美氏（大谷
区）の「私の歩みわがまちわがふるさとに寄せて」と題し
た講演を行い、町政に携わった当時の事について拝聴
しました。10 周年を迎えた川根本町を学ぶ機会となり、
93 歳になられる佐藤氏の町への熱い思いと、パワフル
な姿に同世代の受講生も深い感銘を受けました。
　その後の座談会では、新春の楽しい語らいに連帯感が
深まり、元気を分かち合うことが出来ました。閉講式で
は、受講生代表の梶山喜久雄氏（藤川区）より「５年ほど
前から参加している。これからもできる限り参加して多
くの方々と交流を持ち、元気に過ごしていきたい」と感
想が述べられました。

３月の展示

3 月の予定

○町民ギャラリー （年中開放）
・ 生涯学習講座作品展
・ 町民読書感想画コンクール入賞作品展
・ 作品展（あかいしの郷デイサービスの皆さん）

○文化会館（休館日  月曜日、第3日曜日、休日の翌日）
・生涯学習講座作品展
　 ※内容に変更が生ずることがありますのでご了承ください。

  ６日（日） 川根本町 10 周年記念事業「明るい未来フォーラム」
12 日（土） ロボットのぞみ川根本町限定作品「桜の木とタイムカプセル」
13 日（日） 生涯学習スポーツのつどい（お茶の里ファミリーマラソン・スティックゴルフ大会）
27 日（日） 川根本町 10 周年記念事業「ソプラノ♪バリトンにほんの里 100 選コンサート」

皆さまお誘いあわせのうえ、ご観覧下さい！

生涯学習推進本部会・協議会合同研修会を開催しました！  
 2/4

　各地区の推進員、諸団体の代表者など56人の協議会委員の皆さんにお集まりいただき、文化会館にて、
生涯学習推進本部会と協議会合同研修会を開催しました。研修会では藤川区から先進地視察研修の報告
と、崎平区から「地域で取り組む生涯学習事業」について１年間の取組発表がありました。各地区とも子
どもから大人まで多くの皆さんが楽しいひとときを共有することで、地域の人の和が深まりました。来
年度も地区で計画し開催される生涯学習事業に、多くの皆さんの参加と協力をお願いします。

川根自動車株式会社
川根本町上長尾 869-2　　☎ 0547（56）0150

日頃のご愛顧に感謝して、弊社から皆さまへお送りした
「平成28年年賀状」のうち、下一桁が「７番」の年賀状を
持参して事務所にお越しいただいた先着10組のご夫婦
に、翠紅苑の宿泊券を差し上げます。

!!新春お年玉プレゼント!!
下一桁「７番」
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く ら し の 情 報 ペ ー ジ

川 根 本 町 の 人 口 平成 28 年２月１日現在

世帯数 2,933 世帯（ -3 ） 出生 0 人

総人口 7,471 人 （ -19 ） 死亡 18 人

男　性 3,630 人 （ -5 ） 転入 11 人

女　性 3,841 人 （ -14 ） 転出 12 人
※（　）内は前月比、右欄は今月中の異動  ※外国人の数を含む

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください！
【内閣府政府広報室からのお知らせ】
　内閣府のコールセンターや地方公共団体、消費生
活センターなどに、マイナンバー制度に便乗した不正
な勧誘や個人情報の取得を行おうとする電話、メー
ル、手紙、訪問等に関する情報が寄せられています。
　マイナンバー制度をかたった不審な電話、メール、
手紙、訪問等には十分注意し、内容に応じて、相談
窓口をご利用ください。
▶マイナンバーの利用範囲は、法律で、社会保障、
税、災害対策の３つの行政分野に限られており、マ
イナンバーを利用する手続では、原則、顔写真付
きの身分証明証などで本人確認を徹底することに
なっています。
▶マイナンバーの通知や利用などの手続で、口座
番号などを電話などで聞くことはありません。不審
な電話やメールはすぐに切るまたは無視することと
し、マイナンバー総合フリーダイヤルや消費者ホッ
トラインに連絡・相談いただくか、内容によっては、
すぐに警察の相談専用窓口や特定個人情報保護委
員会の苦情あっせん相談窓口をご利用ください。

■このような電話などに注意してください！
●！ マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの
交付などの手続で、●国の関係省庁や地方自治体
などが、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産
の情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞いた
り、お金やキャッシュカードを要求したりすることは一
切ありません。● ATM の操作をお願いすることも一
切ありません。こうした内容の電話や手紙、訪問に

は応じないでください。
●！ 電話、メール、訪問などにより、マイナンバーの
安全管理対応の困難さなどを過度に誇張した商品販
売や不正な勧誘などには十分注意してください。
●！ マイナンバーの関連であることをかたったメー
ルが送られてきた場合、自分の勤務先など送付者
が明らかなものを除き、安易に開封しないよう、
注意してください。
●！ 「なりすまし」の郵送物やメールなど、ご注意ください！
●！ 「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」
といった依頼は詐欺の手口です。●こうした手口で、
人を欺くなどして、他人のマイナンバーを取得すること
は法律により罰せられます。なお、不正な提供依頼を
受けて自分のマイナンバーを他人に教えてしまっても、
刑事責任を問われることはありません。

■ご相談は、各窓口まで
▶マイナンバー制度全般のご相談はこちら
マイナンバー総合フリーダイヤル ☎0120-95-0178（無料）
平　　日  午前９時 30 分〜午後 10 時
土日祝日  午前９時 30 分〜午後５時 30 分（年末年始を除く）
▶不審な電話などを受けたらこちら
・消費者ホットライン　☎ 188（いやや！）
・警察「相談専用電話」　☎ ＃9110
　または最寄りの警察署や駐在所まで
▶マイナンバーが含まれる個人情報（特定個人情報）
　の取扱に関する苦情はこちら
特定個人情報保護委員会　苦情あっせん相談窓口　
☎ 03-6441-3452

毎月１回 地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介しています。是非一度聞きに来て下さい。
１．開催日時　平成 28 年３月 20 日（第三日曜日）
　　　　　　　１回目　11：00 ～　２回目　13：30 ～
２．開催場所　茶茗舘　３．語り手　森井勝代・西村かつ子・薗田光枝

（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局 / 薗田はる☎（56）0374）

今 月 の 納 期
国民健康保険税 第 9 期分
水道使用料 3 月 分
後期高齢者医療保険料 第 8 期分
納期限は 3 月 31 日です。口座振替の人は
3 月 31 日に引き落とされます。残高の確
認をお願いします。 税務課 ☎（56）2223

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 16



■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111

健康増進施設の 
利用開始について

山村開発センター事務室
　健康増進施設につきまして、耐震
補強改修工事のため施設を閉鎖し
ており、長い間ご迷惑をお掛けしまし
た。
　改修後の施設につきましては、平
成28年４月１日から利用を開始いたし
ます。４月分の利用予約は３月１日か
ら山村開発センターにて受け付けま
すので、ご利用ください。
　また、中学生以下のこどもだけで
の利用はできませんのでご注意くだ
さい。

【問】山村開発センター事務室
　　☎（56）2231

放送機器と芝刈り機を 
整備しました
企画課・環境室

　川根本町区長連絡会では、宝くじ
の社会貢献広報事業として一般財
団法人自治総合センターが行う「コ
ミュニティ助成事業」を活用して、下
記の備品を整備しました。
●移動用アンプ（大型放送機器）
●ワイヤレスアンプ（小型放送機器）
● VHS/DVDレコーダー
●歩行型芝刈機（燃料のガソリンは
利用者が用意してください）
　このほかに、プロジェクターや太
鼓・法被も整備してあります。町内で
の各種イベントや祭典で使用するこ
とができます。

　問い合わせや貸出申込みは企画
課までご連絡ください。

【問】企画課・環境室
　　☎（56）2221

シルバー人材センター会員募集！
町シルバー人材センター

☆地域のために !!
あなたの技術と知恵を。☆

　現在185名のシルバー会員が活
動しています。
　貴方も仲間になって、楽しく魅力あ
るシルバーに向かって、健康で明る
い日々 を過ごしましょう。
　毎月第１水曜日は相談日です ( 休
日の場合は翌日 )。
相談開設時間　午後１時〜３時
お気軽にご来場下さい。

【問】
▶南事務所（茶茗舘内）
　☎（56）1232
▶北事務所（創造と生きがいの湯内）
　☎（59）3628

裁判所で「テレビ会議」を 
利用しています
静岡家庭裁判所

　裁判所では、民事事件や家事事
件において、テレビ会議システムとい
う専用の機器を裁判の期日などで
利用しています。
　例えば、あなたが当事者や証人と
して、遠方の裁判所の期日に出席す
る必要がある場合に、テレビ会議を
利用すれば、お近くの裁判所で手続
きを行える場合があります。
　テレビ会議は、裁判所がさまざま
な事情から適当だと判断した場合に
利用できます。利用を希望される場
合には、あなたが手続きを行ってい
る裁判所にご相談ください。

（※静岡地方・家庭裁判所管内で
は、静岡・沼津・浜松に設置されてい
ます )

【問】静岡家庭裁判所事務局
　　☎054（903）8235

迅速　丁寧に
お茶の仕上げ加工袋詰めいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店

前田機材 川根本町上長尾 795-1
TEL・ＦＡＸ56-0006 IＰ050-3363-2252

※農機具の購入・修理・改造など、お気軽に御相談下さい。地域の
お店だからこそ、丁寧に、解りやすく、迅速に対応いたします！

茶期への準備はお済ですか？ ご使用の機械の整備は万全ですか？
刃研ぎ ・ エンジン点検 ・ スプリンクラーor点滴チューブの設置及び点検

乗用摘採機の点検等、お早目の整備をお待ちしております。

町内園児によるフロアリズム
です。フロアリズムは、リズ

ミカルで楽しい、遊戯的要素を取
り入れた体育館で行う運動プログ
ラムです。園児たちは
音楽体操など元気に楽
しみ、体育館に笑い声
が絶えませんでした。

動画
広報de

今月の表紙
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川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、�
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 18

　

は
じ
め
ま
し
て
、理
科
の
野
崎

智
史
で
す
。平
成
27
年
４
月
に
川

根
高
校
に
赴
任
し
て
か
ら
、も
う

す
ぐ
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。初
め
て
訪
れ
た
川
根
は
大
井

川
や
町
を
囲
む
森
な
ど
の
自
然
の

豊
か
さ
に
溢
れ
、と
て
も
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。特
に

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
横
に
あ
る
し

だ
れ
桜
の
美
し
さ
に
は
感
動
し
ま

し
た
。ま
た
、車
で
道
を
譲
り
合

う
町
の
方
々
の
温
か
さ
を
感
じ
、

こ
の
よ
う
な
地
域
で
生
ま
れ
育
っ

た
子
供
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
高
校

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
と
期
待

に
胸
を
膨
ら
め
ま
し
た
。実
際
に

会
っ
た
川
根
高
校
の
生
徒
は
素
直

で
優
し
い
生
徒
が
多
く
、だ
れ
と

で
も
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
い

る
姿
に
驚
き
に
似
た
な
ん
と
も
い

え
な
い
喜
ば
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

私
の
担
当
教
科
で
あ
る
理
科
・

物
理
で
は
、身
の
周
り
の
自
然
や

そ
の
現
象
に
つ
い
て
学
び
、一
見

何
の
関
連
性
も
な
い
よ
う
に
見
え

る
自
然
現
象
に
つ
い
て
、実
験
や

論
理
的
考
察
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
り
、そ
の
背
後
に
潜
む
共
通

の
法
則
を
探
る
学
問
で
す
。授
業

を
通
し
て
、生
徒
が
主
体
的
に
演

習
問
題
を
解
き
実
験
を
行
っ
て
、

問
題
を
見
出
し
解
決
す
る
力
を
身

に
付
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
う
い
っ
た
問
題
解
決
能
力

は
学
校
で
の
勉
強
に
限
ら
ず
、卒

業
後
に
社
会
人
と
な
っ
て
変
化
の

激
し
い
社
会
を
生
き
る
上
で
も
必

要
で
あ
る
か
ら
で
す
。幅
広
い
分

野
で
活
躍
す
る
こ
と
で
き
、地
域

や
社
会
へ
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
一
年
は
多
く
の
方
々
か
ら

ご
支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。生
徒
・
学
校
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
よ
り
良
い
教
育
活
動
が

で
き
る
よ
う
、感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。平
成
27
年
４

月
に
川
根
高
校
に
赴
任
し
て
き
た

地
歴・公
民
科
の
平
井
誠
也
で
す
。

島
田
市
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、川

根
の
町
は
小
学
生
の
頃
に
大
井
川

鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
に
乗
っ
て
訪
れ
た
以

来
で
あ
り
、私
に
と
っ
て「
近
い
よ

う
で
遠
い
町
」で
し
た
。小
学
生
の

頃
は
自
然
豊
か
な
町
と
い
う
印
象

だ
け
で
し
た
が
、一
年
前
に
川
根

高
校
を
訪
れ
て
か
ら
は
、自
然
と

地
域
の
方
々
の
心
が
豊
か
な
町
と

い
う
印
象
に
変
わ
り
、毎
日
が
非

常
に
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

川
根
高
校
の
生
徒
は
、当
た
り

前
の
よ
う
に
元
気
な
挨
拶
が
で

き
、非
常
に
素
直
な
生
徒
が
多
い

で
す
。そ
の
長
所
を
生
か
し
つ
つ
、

私
は
教
育
活
動
を
通
し
て
物
事
の

善
悪
の
判
断
や
主
体
的
に
行
動
す

る
自
立
し
た
心
を
育
て
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、地
歴
公
民
科
の
中
で
も

特
に「
政
治
・
経
済
」の
科
目
を
専

門
と
し
て
い
ま
す
。今
年
か
ら
18

歳
以
上
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に

授
業
を
通
し
て
生
徒
が
現
代
の
政

治
や
経
済
と
い
っ
た
社
会
的
事
象

に
興
味
・
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、そ
の
興
味
・
関
心
か
ら

「
自
分
は
ど
う
考
え
る
か
、自
分
に

何
が
で
き
る
の
か
」と
い
っ
た
社

会
の
一
員
で
あ
る
自
覚
が
生
徒
に

芽
生
え
る
こ
と
も「
政
治
・
経
済
」

の
役
割
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。今

後
も
川
根
本
町
の
次
世
代
を
担
う

生
徒
た
ち
の
成
長
を
地
域
の
方
々

と
と
も
に
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。生
徒
が
自
信
を
持
っ
て

川
根
高
校
を
卒
業
し
、豊
か
な
人
生

を
送
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
指
導
し
て
い
き
ま
す
。今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理科
野崎智史

地理・歴史科
平井誠也

ここにも、一つの物語。
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野草を中心とした80種類の原材料を長年かけて発酵・熟成

やっぱり酵素がなくっちゃ！ この“とろみ”があなたの健康と美容をサポート

野草の驚くべきパワーでイキイキ生活 !!

医学団体

日本成人病予防協会推奨品

慈光 百楽元
じこう　ひゃくらくげん

川根本町健やかウオーキングカード3枚（180日）達成者
地 名 実践者 180 日間

合計歩数 保健委員
地名 御倉　済 2,193,597 中島ひろ子

▼〝
互
近
助
精
神
〟で
つ
な
ぐ
絆

　
４
月
１
日
か
ら
３
市
２
町
に
よ

る
消
防
の
広
域
化
が
は
じ
ま
る
。

こ
の
静
岡
地
域
は
県
内
最
大
規
模

と
な
り
、圏
域
約
90
万
人
の
生
命・

財
産
を
守
る
。広
域
化
で
、消
防
力

の
強
化
と
、よ
り
効
率
的
な
運
営

が
期
待
で
き
る
と
い
う
。そ
の
上

で
、「
日
々
の
巡
回
を
重
ね
、土
地

勘
の
な
い
消
防
士
で
も
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
、デ
ー
タ
を
蓄
積

し
て
い
く
」と
大
橋
金
谷
消
防
署

長
は
話
す
。安
全・安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、自
分
た
ち
が
で
き

る
こ
と
と
し
て
、自
助
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、地
域
の
絆
を
深
め
、わ

が
町
自
慢
の〝
互
近
助
精
神
〟を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。 

大
村
一
成

▼
そ
の
伝
統
行
事
で
願
う
も
の
は

　
昨
年
に
続
い
て
訪
れ
た「
梅
津

神
楽
」。今
年
は
、「
ヘ
ン
バ
イ
」と

い
う
行
事
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。安
産
祈
願
や
家
の
新
築
工
事

の
無
事
な
ど
を
願
う
際
に
執
り
行

う
と
い
う
、特
別
な
儀
式
だ
。桜
保

育
園
で
は
、節
分
の
行
事
に
つ
い

て
学
ぶ
催
し
が
行
な
わ
れ
た
。園

長
先
生
が
園
児
一
人
一
人
の
頭
を

香
花
の
葉
で
丁
寧
に
撫
で
る
様
子

が
、印
象
的
だ
っ
た
。い
ず
れ
の
行

事
も
、地
域
や
家
庭
で
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
大
切
な
伝
統

だ
。家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
の
無

病
息
災
を
心
か
ら
願
う
温
か
い
気

持
ち
が
、そ
の
根
底
に
あ
る
の
だ

と
実
感
し
た
。 

梶
山
雄
紀

編
集　
記
幸

森も
り

　
律り

つ

稀き 

く
ん

父：義幸　母：めぐみ
HAPPY�BIRTHDAY

♡律稀♡
我が家のマイペース次男坊。
他の子と比べてできる事が
少ないのが心配です（>�<）
もう少しやる気をだして
おバカ兄ちゃんと
一緒に遊ぼ♡

Ｈ
27・
２・19　
千
頭
西

１歳になったばかりのお友達を紹介
生まれてくれてありがとう

　島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、川根本町で３月
５日（土）〜４月３日（日）の約１カ月間、農山村の魅
力を体感できる 33 の体験プログラムを実施します。農
山漁村の文化、歴史や風景などその土地の魅力や地域の
農林漁業やその加工品等の魅力を伝えるイベントです。
　どのプログラムも地域を愛する皆さんが、この土地を
見つめ作り上げたものばかり。本町からも６プログラム
がエントリーされています。事前予約制となり、参加費
や申し込み先は、プログラムによって異なります。詳し
くは、プログラム冊子または専用ホームページをご覧に
なるか、事務局までお問い合わせください。
▶ホームページ http://fujiedaonpaku.jp/

【問】県グリーン・ツーリズム協会志太榛原支部☎054（644）9224
【主催】静岡県グリーン・ツーリズム協会志太榛原支部、地域資源を生かした
ツーリズム推進会議、大井川まちかど博物館推進協議会、藤の里グリーン・ツー
リズム推進協議会　【後援】島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、川根本町

【協力】静岡県志太榛原農林事務所、せとやコロッケの会、NPO法人SACLABO

「春＊里山はく」～志太榛原エコ＆グリーンツーリズム博覧会～はじまります！

自称宣伝部長の「cafeうえまる」（音戯の郷
施設内）の山本敦子さんと澤下可奈さん

戸籍の窓辺 出生・婚姻・おくやみ

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。

■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町
の窓口（本庁・総合支所）で受け付けた
分のみ掲載しています。

 生活健康課☎（56）2222

♡ご結婚おめでとう♡
地　区 氏　名 前住所
地　名 二本柳　謙太 北海道

栗原　志保美 地　名
水　川 大嶋　雄一郎 水　川

村上　　久美 静岡市

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人
上長尾 薗田　みさ 92 睦子
瀬平 柳原　正実 66 俊希
徳山 澤井　ひさ 96 陽太郎
久保尾 杉本ただゑ 91 道生
藤川 坂元　久夫 90 秀充
藤川 村上百合子 90 和子
徳山 西村　きん 87 晃
徳山 豊田美保子 89 邦弘
久野脇 友田　　 94 宏義
徳山 森下　光江 79 成生
青部 中尾　澄子 96 人巳
小長井 風間　俊子 85 俊道
青部 西田　しか 90 藤夫
奥泉 青天目常作 83 光
田代 神谷　修史 73 喜代子
青部 小澤　千代 92 明弘
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ん
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 平
成

2
8

年
３

月
号

発
行
：
川
根
本
町　
編
集
：
企
画
課
広
報
情
報
室　
　
☎
0
5
4
7（
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）2
2
2
1

住
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：
〒
4
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8
ー
0
3
1
3  

静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本
町
上
長
尾
6
2
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広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
56
）２
２
３
５　
役
場
企
画
課
広
報
情
報
室
ま
で
ど
う
ぞ

常
に
予
測
と
予
防
を
怠
ら
な
い

「
自
然
薯
は
病
気
に
か
か
り
や
す

い
。そ
れ
だ
け
に
管
理
に
は
と
て
も

気
を
つ
か
う
。常
に
天
候
を
予
測
し

な
が
ら
、育
て
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

自
分
の
思
い
通
り
に
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、５
年
以
上
か
か

る
」と
話
す
山
下
さ
ん
。自
然
薯
づ

く
り
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、〝
予

測
と
予
防
〟。12
年
ほ
ど
前
か
ら
自

然
薯
と
向
き
合
い
、山
下
さ
ん
の
経

験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
良
質
な
自

然
薯
づ
く
り
の
秘
訣
で
す
。

山
下
さ
ん
の
作
る
自
然
薯
は
香

り
と
粘
り
が
強
く
、ま
っ
す
ぐ
に
長

く
伸
び
た
一
級
品
。品
評
会
に
は
、

県
内
の
生
産
者
が
一
人
１
点
ず
つ

計
48
点
が
出
品
さ
れ
、外
観
や
灰
汁

（
あ
く
）、香
り
、粘
度
、食
味
の
５
項

目
で
競
い
ま
し
た
。山
下
さ
ん
は
平

成
23
年
に
続
き
２
回
目
の
県
知
事

賞
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

自
然
薯
で
川
根
本
町
の
魅
力
発
信

「
日
照
不
足
や
イ
ノ
シ
シ
対
策
な

ど
厳
し
い
栽
培
環
境
の
中
、今
年
の

自
然
薯
は
香
り
と
粘
り
が
強
く
、味

も
自
信
が
持
て
る
い
い
出
来
栄
え

に
仕
上
が
っ
た
」と
白
い
歯
を
の
ぞ

か
せ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、「
県
知
事

賞
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、高
品
質
な

自
然
薯
栽
培
の
産
地
と
し
て
、少
し

で
も
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

た
ら
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。エ
コ

ツ
ー
主
催
の
自
然
薯
収
穫
体
験
ツ

ア
ー
は
、リ
ピ
ー
ト
率
が
高
く
好
評

と
の
こ
と
で
、み
ん
な
が
喜
ぶ
顔
を

見
る
と
苦
労
し
て
育
て
た
か
い
が

あ
っ
た
な
あ
と
実
感
す
る
瞬
間
だ

と
話
し
ま
す
。

「
今
後
も
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
で
き

る
よ
う
な
良
質
で
お
い
し
い
自
然

薯
を
栽
培
し
、自
然
薯
で
川
根
本
町

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」と

受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

❶くわ入れも優しく行う
❷ムカゴ用の対策ネット　

県自然薯品評会で
県知事賞受賞！

山ちゃん農園

山 下 信 郎 さん

71歳＝高郷区

やました・のぶろう さん
町営バスと移動図書館車の運
転手も勤める。

「自然薯は愛情を込めた分、応
えてくれる」と笑う。

❶ ❷

Congratulations!


